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背景と目的

　遺伝子組換えは林業におけるバイオテクノロジーの応用にとって中心となる研究分野で
す。遺伝子組換え樹木やきのこを作出するために、組織培養による個体再生技術の開発、
及び樹木やきのこ類に適した遺伝子導入技術の開発を行いました。また、遺伝子組換え生
物を利用するうえで、安全性評価指針の策定が必要なために、遺伝子組み換え体の安全性
評価技術の開発をめざしました。

コ分野　生物機能の解明と新素材の開発に向けた研究
（ウ）遺伝子組換え生物の開発

組換え体の作出に利用可能
遺伝子組換え体の安全性評価
に利用可能

樹木に導入した遺伝子
は共生菌根菌に移動し
ない

マツタケから単離したレトロ
エレメント＊の構造特性を
解明

遺伝子組み換え樹木・きのこの作出

遺伝子組換え樹木の
安全性評価技術の開発

きのこ類の遺伝子組換えに
向けたベクターの開発

林木の不定胚培養による
個体の発生

スギ、ヒノキ、サワラ等の
不定胚から個体を再生
大量増殖技術に結びつく

遺伝子組換えポプラ
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＊については、巻末の用語解説をご覧ください。

植物ホルモン等様々な培地成分
を改良することで、ヒノキの不定
胚形成細胞から効率良く個体を
再生する技術を開発しました。

不定胚からの個体再生技術を開発

不定胚 不定胚の発芽

不定胚形成細胞未熟種子

菌類グループで初めてレトロエレメントを発見し、その構造特性を解明

組換えポプラに導入した遺伝子は共生菌根菌へ移動しない

組換え体に形成させた菌根から分離したコツブタケからbar遺伝子及びGUS遺伝子は検出されませんでした。

安全性評価技術として、判別に有効です。

bar遺伝子

GUS遺伝子
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